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Ｑ

要
介
護
認
定
は
、
要
支
援

か
ら
要
介
護
５
ま
で
の
６
段
階

に
分
か
れ
る
そ
う
で
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
要
介
護
度
に
あ
て
は

ま
る
身
体
の
状
態
や
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ

ど
れ
く
ら
い
介
護
を
必
要

と
す
る
か
に
よ
っ
て
、
要
介
護

度
は
異
な
り
ま
す
。
今
回
は
、

要
支
援
と
認
定
さ
れ
る
人
の
身

体
の
状
態
と
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

要
支
援
と
は
、
社
会
的
支
援

を
要
す
る
状
態
で
、
平
均
的
な

身
体
の
状
態
は
表
の
よ
う
に
な

度
額
（
見
込
額
）

要
支
援
と
認
定
さ
れ
た
人
は
、

１
カ
月
の
利
用
限
度
額
（
見
込

額
）
６
万
４
０
０
０
円
の
範
囲

内
で
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
自
由

に
組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
利
用
者
は
、

費
用
の
１
割
を
自
己
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

�
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
例

通
所
介
護
（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
）

を
週
２
回
、
こ
の
ほ
か
に
短
期

入
所
を
６
カ
月
に
１
週
間
、
歩

行
器
な
ど
の
福
祉
用
具
を
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

要
支
援
と
認
定
さ
れ
た
人
が
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
一
例
で
、

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課

（
�
内
線
２
７
７
３
）
へ

要
介
護
認
定
の
申
請
窓
口

３
カ
所
増
え
63
カ
所
に

要
介
護
認
定
の
申
請
窓
口

は
、「
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
ま
で
の
手
続
き
」

（
９
月
26
日
新
聞
折
り
込
み
）

の
中
で
紹
介
し
た
60
カ
所
の

ほ
か
に
、
左
記
の
３
カ
所
が

新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

新
規
申
請
窓
口

在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
愛
宕
の
園

（
松
潟
１
５
１
０
�
２
５
５
・

７
５
７
５
）、
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ

ン
タ
ー
有
楽
園
（
有
楽
１
・

１
５
・
３
�
２
７
４
・
８
４

５
４
）、
県
看
護
協
会
（
老
人

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

い
が
た
、
川
岸
町
２
・
11
�

２
６
６
・
０
２
１
２
）

要
介
護
認
定
の
申
請
に
つ

い
て
は
、
最
寄
り
の
申
請
窓

口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

中
健
康
教
室
」
を
開
催
し
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

同
教
室
は
、
総
合
福
祉
会
館

内
の
機
能
訓
練
用
プ
ー
ル
を
利

用
し
、
水
中
歩
行
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

日
時

来
年
１
月
６
日
〜
２
月

24
日
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
半

〜
11
時
半

会
場

総
合
福
祉
会
館

対
象

60
歳
以
上
20
人
（
介
護

不
要
の
人
）

参
加
費

５
０
０
円

申
し
込
み

12
月
13
日（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
教
室

名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

性
別
、
生
年
月
日
を
記
入
し
、

総
合
福
祉
会
館
内
の
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
が

健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
、

充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を

目
的
に
、
第
４
期
「
高
齢
者
水

の
協
賛
を
得
て
12
回

目
の
冬
を
迎
え
ま
す
。

点
灯
式
は
、
12
月

10
日
午
後
６
時
か
ら

駅
南
プ
ラ
ー
カ
１
・

２
前
で
行
い
ま
す
。

午
後
６
時
35
分
に
東

こ
線
橋
入
り
口
か
ら

米
山
、
天
神
２
丁
目

ま
で
の
け
や
き
通
り

約
１
�
の
間
と
新
潟

駅
南
口
広
場
の
約
１

９
０
本
の
ケ
ヤ
キ
に

取
り
付
け
ら
れ
た
、

新
潟
の
冬
を
暖
か
く
彩
る
け

や
き
通
り
の
�
’99
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ａ

Ｔ
Ａ
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
�

が
、
今
年
も
12
月
10
日
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
、
新

潟
の
冬
を
も
っ
と
明
る
く
し
た

い
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
あ
た

え
た
い
と
、
市
民
や
企
業
な
ど

約
26
万
球
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
に
灯
を
と
も
し
ま
す
。

点
灯
式
会
場
で
は
、
あ
ず
き

湯
や
ホ
ッ
ト
ウ
イ
ス
キ
ー
の
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
。
ま
た
、
地
元

の
ポ
ッ
プ
ス
シ
ン
ガ
ー
高
田
真

樹
子
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
開

催
し
、
点
灯
式
に
華
を
添
え
ま

す
。12

月
11
日
か
ら
来
年
１
月
16

日
ま
で
、
午
後
５
時
か
ら
午
前

０
時
ま
で
点
灯
し
ま
す
。
ま
た
、

２
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
の
期

間
も
「
に
い
が
た
冬
・
食
の
陣
」

な
ど
の
協
賛
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

点
灯
す
る
予
定
で
す
。

新
潟
の
冬
を
幻
想
的
に
照
ら

す
、
光
の
シ
ャ
ワ
ー
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

八
千
代
１
・
３
・
１
市
福
祉
公

社
（
�
２
４
８
・
６
２
８
２
）
へ

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
。
講

座
開
催
日
の
午
前
中
は
機
能
訓

練
用
プ
ー
ル
の
一
般
利
用
は
で

き
ま
せ
ん

市
で
は
、
全
国
に
本
市
の
観

光
資
源
を
紹
介
し
よ
う
と
観
光

カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
１
０
０

を
中
心
に
、
写
真
の

エ
リ
ア
で
進
行
中
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
紹

介
し
た
構
成
に
な
っ

て
い
ま
す
。

申
し
込
み

12
月
10

日
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
を

記
入
し
、
〒
９
５

１
・
８
５
５
０
観
光

物
産
課
（
�
内
線
２

５
１
３
）
へ

※
応
募
多
数
の
場
合

抽
選

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

２
０
０
０
年
版
の
カ
レ
ン
ダ

ー
の
内
容
は
、
鳥
屋
野
潟
、
郷

土
資
料
館
、
新
潟
西
港
、
り
ゅ

ー
と
ぴ
あ
、
万
代
橋
、
け
や
き

通
り
の
写
真
を
掲
載
。
「
水
の

都
に
い
が
た
」
の
美
し
い
景
観

り
ま
す
。
表
中
の
状
態
の
人
と
同

じ
程
度
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な

人
が
、
要
支
援
に
該
当
し
ま
す
。

�
要
支
援
の
１
カ
月
の
利
用
限

そ
の
29
�

きかせて？介護保険

２
０
０
０
年
版
観
光
カ
レ
ン
ダ
ー
、
郷
土
資
料
館
（
上
）
と
万
代
橋
（
下
）

光
の
シ
ャ
ワ
ー
が
降
り
そ
そ
ぐ
け
や
き
通
り

な
薬
剤
が
開
発
さ
れ
ま
し
た

が
、
国
内
で
は
未
認
可
と
な

っ
て
い
ま
す
。

感
染
予
防
に
は
、
日
頃
の

鍛
錬
や
栄
養
摂
取
で
の
体
力

増
強
と
、
う
が
い
や
手
洗
い

入
り
重
症
化
し
ま

す
。Ａ

型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
認
可
さ
れ
た

薬
剤
は
、
感
染
後
２

〜
３
日
間
は
有
効
で

す
が
、
以
後
は
効
果

が
減
弱
し
ま
す
。
最

近
、
Ｂ
型
に
も
有
効

症
化
を
防
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

以
前
、
そ
の
有
効

性
へ
の
疑
問
と
副
作

用
が
問
題
に
な
り
ま

し
た
が
、
現
在
の
ワ

ク
チ
ン
は
副
作
用
が

減
弱
化
さ
れ
、
重
症
化

防
止
に
は
有
効
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
は
、
の
ど
・
鼻
な
ど
の
粘

膜
細
胞
に
侵
入
す
る
こ
と
に

よ
り
感
染
し
、
免
疫
力
が
弱

い
人
で
は
、
そ
れ
が
血
流
に

な
ど
が
奨
励
さ
れ
て
い
ま
す
。

抗
体
は
血
液
に
存
在
す
る

た
め
粘
膜
細
胞
へ
の
ウ
イ
ル

ス
感
染
に
は
効
果
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
血
流
侵
入
後
の
病

状
悪
化
防
止
に
は
有
効
で
す
。

す
な
わ
ち
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

し
て
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

は
罹
患

り

か

ん

し
ま
す
が
、
そ
の
重

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染

初
期
に
早
期
治
療
す
る
こ

と
、
そ
の
重
症
化
防
止
に
は

流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

必
要
で
す
。

（
市
医
師
会
）

・居室の掃除などの身の回りの世話の一部に何らかの介

助（見守りや手助け）を必要とする

・立ち上がりや片足での立位保持などの複雑な動作に何

らかの支えを必要することがある

・排せつや食事はほとんど自分ひとりでできる

表　要支援の人の平均的な状態

インフルエンザ

“2000年版県民手帳”を頒布
期間 12月17日まで　価格 １冊430円
表紙 リ－フグリ－ンとベ－シックロ－
ズの２種類
頒布場所 総務課（市役所本館４階�内
線2115）または地区事務所へ

弁護士による建築・住宅相談
日時 12月22日午後１時～４時
会場 県建築住宅センター（新光町）
申し込み 同センタ－（�283-0851）へ
※予約制

敦　井　美　術　館
問い合わせ 同館（�247-3311）へ
入館料 一般500円、高校・大学生300円、
小・中学生200円（第２・４土曜日は
小・中学生無料） ※日曜・祝日休館
�忘れ得ぬ作家達展～現代陶芸の半世紀�
日時 12月22日まで午前10時～午後５時
�文人画名品展～大雅から鉄斎まで
日時　�１月５日～２月10日�２月14日
～３月18日午前10時～午後５時

医師による精神保健福祉相談

申し込み 保健所健康増進課（�内線
3666）へ　※予約制

毎週火曜日

毎週木曜日

中央地域保健福祉センター

東地域保健福祉センター
午後１時半
～３時半

日 会　場 時　間

“子育てのための新しい共同”を考える会
日時 12月19日午後１時半～４時
会場 新潟ユニゾンプラザ
内容 共働き家庭の子育て、教育要求実
態調査報告会
問い合わせ 同実行委員会・萩野（� 夜○
277-3686）へ

“2000年帆船カレンダー“の頒布
価格 1,000円　※別途送料が必要
内容 日本丸と外国の帆船（６枚）
申し込み 12月13日（必着）までにはが
きに住所、氏名、電話番号を記入し、万
代2-2-1、新潟海事広報協会（�247-
4799）へ

県高齢者総合相談センタ－
相談電話番号 �285-4165
�お年寄りのよろず相談
日時 毎週月曜～金曜日午前９時～午後
５時（土・日曜、祝日、年末年始除く）
�専門相談

種　類 相談日

12／６・13・20・27

12／15

12／７

12／10

12／14

12／９・16

時　間

午後１時半～４時

午後１時半～３時半

午前10時～正午

午前10時～午後４時

法　律

痴ほう

公的年金・保険

税　金

住　居

健康・介護

司法書士無料相談会
日時 12月16日午後１時～５時
会場 市民相談室（市役所第１分館１階）
内容 登記、供託、訴訟などの手続き問
題、ほか
申し込み 県司法書士会（�285-2200）へ
※予約制

女性労働問題相談室
労働に関する相談に社会保険労務士が

応じます。事業主の相談も受け付けます。
日時 毎週土曜日午後２時～４時（祝日
を除く） 会場 市女性センタ－・アルザ
問い合わせ 会場（�245-0545）へ

“放送大学”学生募集
期間 12月15日～来年２月15日
入学金 全科履修生18,000円、選科履
修生6,000円、科目履修生4,000円
授業料 １科目（２単位）9,000円
問い合わせ 同大学新潟学習センター
（�228-2651）へ

講演会 旧ユーゴ紛争：クロアチア・コソボ
日時 12月14日午後６時から
会場 万代市民会館　
講師 ラダ・ボリッチ（女性戦争犠牲者
救援センタ－） 参加費 1,000円
問い合わせ 旧ユーゴにいがたネット
（�244-6562）へ

中途障害者作業所つくし工房

講演とコンサートのつどい
日時 12月11日午後１時～３時半
会場 木戸病院健診センタ－
内容 旅は最高のリハビリ、ほか
参加費 1,000円
問い合わせ つくし工房（�272-2644）へ

新潟国際ボランティアセンタ－

地 球 を 知 る 講 座
日時 12月11日午後２時～５時
会場 関屋地区公民館
内容 バングラデシュ料理に挑戦、講演
「ラオス～ボランティア物語」
問い合わせ 同センタ－（�222-7899）へ

劇団パラグラフ公演

“サンタクロースが歌ってくれた”
日時 ①12月11日午後７時から②12日
午後４時から　会場 万代市民会館
参加費 800円（当日200円増し）
問い合わせ 松本（�070-5461-5886）へ

法廷通訳人セミナー
期日 来年２月２・３日
会場 東京地方裁判所
対象言語 韓国語・朝鮮語、フィリピン
語（タガログ語） ※旅費は支給します
問い合わせ 新潟地方裁判所総務課（�
222-4131）へ


